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第30回例会報告 *通算例会回数4214回目* （4月17日 於 今治商工会議所２階 大会議室） 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ４８名          ・出席数   ２５名          ・欠席数  ２３名 

・当日出席率   ５３．３３％               ・前々回修正出席率   １００．００％ 

＜欠席会員＞阿部､平尾､平田､菅､片山､木村(敏)､木村(雅)､小堀､桑森､向井､宮道､大澤､越智､重松､佐々木､齊藤､坂本 

八木(正)､八木(伸)､矢野､𠮷武 

〔免除会員〕檜垣(巧)､久米 

<4/3欠席補填>(3/31今治北)阿部､相原､平田､廣川､菅､木村(敏)､木村(雅)､吉良､小堀､近藤､向井､宮道､大澤､岡本 

志尾､坂本､辰巳､埋見､八木(正)､八木(伸)､米北 

◇会長報告：米山記念奨学会より、楠橋功幹事へ米山記念感謝状が届きましたので贈呈しました。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ：原竜也会員：５３歳になります。次年度会長を拝命しておりますので頑張ります。▼尾越優会

員：６０歳になります。年男卓話でもお話しましたが、年が経つのが早いなぁと感じています。▼井上博之会員：５月に５９歳になりま

す。来年定年ということで、体調に気を付けながら家族を大切にして過ごしていきたいです。 

ライラセミナー報告 
◆四国溶材株式会社 長谷川 陽紀（はるき）様・松浦 憂士（ゆうし）様：まず初めに今回はこのような経験させていただき誠にありがとう
ございました。今回の研修は3月20日(木)～23日(日)の3泊4日と短い期間でしたがとても貴重な体験をすることが出来ました。▼1日目の研修プログラ

ムは、開講式/オリエンテーション➡キャビンタイム（顔合わせ）➡オープニングパーティー（自己紹介及び交流会）という流れでした。開講式では、RYLAと

は…・RYLAセミナーの歴史・今回の研修の目的についての説明を受けました。そもそもRYLAとは、Rotary Youth Leadership Awardsの略称であ

り、短期集中で行うロータリー主催の青少年リーダーシップ養成セミナーで、参加者が新しいスキルを学びながら社会と関わり個人的職業的に成長することを

目的としています。今回第45回の参加者は男性17名・女性7名の合計24名でした。オリエンテーションで1班当たり受講者8名とカウンセラー2名の計10名の

３班に振り分けられ、その後キャビンに移動しキャビンタイムに入りました。キャビンタイムとは宿泊施設であるキャビンにて、参加者同士での会話で親睦を

深める時間のことです。初日のキャビンタイムでは全員がとても緊張しており、お互いの自己紹介や呼び方を決め合うところから始めました。その後のオー

プニングパーティーでは班ごとに分かれて交流し、料理もとても美味しくお酒も振る舞われみんなとても楽しんでいました。終盤に余島の歌の歌詞カード

を渡され、班ごとに合唱を行い、このあたりから班内での仲間意識が生まれたように感じます。▼2日目は、講義①講師石床氏による「小豆島観光の可能性」

➡講義②講師山田氏による「森林の現状と保護」➡レクリエーション活動(思索の時間)➡バズセッション(グループディスカッション)という流れでした。講義

①は朝の9時半から始まり、小豆島のまち作りの可能性から、島の魅力や観光業と経済の結びつきについてでした。まち作りと経済活動の関係を知るのは

とても興味深かったです。講義②は森林の成長を促すために山の木の間隔をあける間伐という作業の重要性についてでした。弊社ではSDGsやカーボンニ

ュートラルといった環境面から地域に今貢献することにも尽力しており、とても興味深く受講することができたと思います。次に思索の時間です。思索の時

間とは他人と会話せず野外で約1時間自分の人生について振り返る時間のことで、私はこの時間で自分の人生を振り返り今の会社に入社し仕事することが

できるのは、会社の社長や上司や先輩社員また同僚の皆さんがいることがとても大きいと感じました。次にバズセッションです。今回の課題は『橋の上の狼』

という本の内容から理想のリーダー像から考える優しさとは何かについて考えるものでした。お互いの価値観や経験から意見を出し合い議論を進めるた

め、一晩では結果が出ませんでしたが意見の伝え方の上達ができたと感じております。グループで自分の考えを発言する際には、相手にわかりやすく伝え

ることがとても重要であり、相手のことを考慮しなければ受け入れられません。そういったことに気づくことができたと感じております。▼3日目は、バズセ

ッションの集約➡発表➡カウンシルファイア➡キャビンタイムという流れでした。話し合った議論内容を大きな発表用「とりのこ用紙」にまとめ、参加者の前で

発表し質疑応答を行いました。次のカウンシルファイアは、気持ちの昂ぶりを癒す冷静を保つ一つの目的で行われました。静寂に包まれた中で炎を観てい

るとすごく落ち着き、焚火からロウソクへと炎の灯る場所が変わると幻想的でした。キャビンタイムではセミナー最後の夜ということもあり、今回出会った素

晴らしい仲間たちと、セミナーの感想や思い出話に花が咲き、かけがえのない友人ができました。▼4日目は講義③講師安平氏による「人生論/人として成

長課題」➡閉講式・学友会の案内・感想文提出・記念撮影という流れでした。講義③では問題を打開するための考え方や行動にはどういうものがあるのか、

人生感を交えて教えていただきました。閉講式後は集合写真を撮ったり連絡先を交換したりしました。▼最後に今回のセミナーで、リーダーとは何かを学ぶ

素晴らしい機会となりました。グループワークを通じてチームワークやコミュニケーション力の重要性を改めて実感し、自分自身に何が不足しているのかを

再認識しました。セミナー内容はとても充実しており参加させていただいて本当に良かったと思います。教えていただいた内容や経験を、また業務やスキル

アップまた私生活においても活用したいと考えております。まだまだ未熟な私達ですが、人として成長できるようお互いに切磋琢磨し、努力していきたいと

考えております。報告は以上になります。ご清聴ありがとうございました。 

◆卓話終了後…会長よりロータリー青少年指導者養成プログラム修了証が手渡されました。 

＜ゲスト＞四国溶材株式会社 長谷川 陽紀様 ・ 松浦 憂士様 

次 回 例 会（4月24日） 

【 清掃奉仕・早朝例会 】 

日 時 ： ２０２5年4月24日（木） 早朝６：３０清掃開始、７：００例会開始 

場 所 ： 今治城 吹揚公園  
※例会後、パンと飲み物をご用意しております。雨天の場合は７時より例会のみ開催。 

ロータリーバッジの着用をお願いします。 


